


























































































































































































































































































































































































































































ループ A 及び B 対してグループ C は、自分の時間を優先する学生であること
から、オフィスアワーの有効性を示すとともに、自分の時間を有効に使うこと
のできるビデオ学習や e-learning など ｢空いた時間で行う学習｣ による支援方
法を現在検討中である。
５．まとめ
　学生の学力向上への支援として、補完・補習授業やオフィスアワーを設けて
個別指導を行うなど様々である。しかし、神戸薬科大学のように１学部の定員
数が多い大学や科目の多い大学では、十分な時間を確保することは困難であ
り、これらの学習支援を大学全体としての学力向上につなげることは難しい。
オフィスアワーを介した学習支援は、学生への学習指導だけでなく、教員が学
生の理解度を把握でき、さらに学生と教員間のダイレクトなコミュニケーショ
ンを通じて両者のさらなる学習意欲を誘発する相乗効果が得られると考える。
今後、さらに学生の理解度を把握するとともに学習観、学習動機や学習志向の
異なる学生に加え、化学を苦手とする学生など多様化した学生の特性を考慮し
た適切な学習方法を見出す努力とともに、学生と教員の両者にとって満足感の
得られる教育支援を行っていくことが必要であると考える。
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